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取 扱 説 明 書

小形交流無停電電源装置（ＵＰＳ）
(UPS:Uninterruptible Power Supply)

ＵＰＳ３０１０ＨＵＬ
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１．安全上の注意

安全に関する注意
本装置を安全にご使用いただくためには、正しい取り扱いと点検が不可欠です。
この取扱説明書では、取り扱いを誤った場合に人身事故につながるおそれのある事項などを、次のように
危険、警告、注意の３段階で表示しています。

危険 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
危険が切迫して生じることが想定される内容を示しています。

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される場合、ならびに軽傷または物的損害が発生する頻度が高
い内容を示しています。

注意 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が重傷を負う可能性は少
ないが、軽傷を負う危険が想定される内容、ならびに物的損害が発生が想定
される内容を示しています。

・上に述べる重傷は、失明、けが、やけど、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るもの、ならびに
治療のために入院や長期通院を要するものをいいます。
・軽傷とは、重傷に該当しないけが、やけど、感電などをいいます。
・物的損害とは、家屋・家財などに関わる拡大損害をいいます。

また、この取扱説明書の中では、上記の他に次の記号を用いています。
いずれも重要な内容を記載していますので、必ずお守りください。

感電注意

特定の条件に於いて、感電の可能性があります。

安全アース端子付きの機器の場合必ずアース線を接続してください。

火気禁止

特定の条件に於いて、外部の火気によって製品が発火する可能性がある
場合の禁止通告に用います。

一般

特定しない一般的な注意、警告、危険の通告に用います。
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２．安全上の重要な注意事項

警告

１．常に本取扱説明書に記載されている各種仕様範囲を守り、ご使用ください。

本取扱説明書に記載されていない操作・取扱方法、仕様変更した交換部品の使用や改造、
記載内容に従わない使用や動作などを行わないでください。機械の故障、人身災害の原因
になることがあります。

２．ＵＰＳ内部には高電圧部があり感電して死亡の危険がありますので、サービスマン以外の
方は絶対にカバーを開けないでください。
（入力電源を切ってもＵＰＳ内部にはバッテリ電圧があります。）

３．公共的、社会的に重大な影響を及ぼす可能性のある機器や、医療機器など、人命及び人身の
損傷に影響を及ぼす可能性がある用途には使用しないでください。

４．火気を近付けないでください。また、改造は行わないでください。

５．漏電による感電防止の為、必ず接地工事を行ってください。

６．バッテリは短絡したり、分解したりしないでください。
電解液は肌や目に有害で毒性があります。

７．本装置の使用中に異音、異臭の発生や異常が生じた時は、直ちに使用を中止し、販売店、
または弊社営業窓口までご連絡ください。

注意

１．本装置は日本国内用であり、輸出はできません。

２．バッテリの寿命はおよそ５年です。定期的な交換が必要です。
周囲温度が２５℃を超えるとそれより短くなります（周囲温度３５℃では２．５年）ので
早めの交換をお勧めします。寿命を過ぎたバッテリをそのまま使用し続けますと、電解液
漏れや、著しい場合には発煙などの原因となることがあります。

３．内蔵もしくは指定のバッテリ以外は使用できません。

４．本装置の故障により生じるお客様の損害に対し、ＵＰＳ機器の修理以外の責任を負いませ
ん。

５．この取扱説明書の記載内容は、全部あるいは部分にかかわらず、当社の了解なく第三者へ
公開することのないようご注意ください。

６．この取扱説明書に記載されている内容について、装置仕様の改良などのため将来予告なし
に変更することがあります。

７．この取扱説明書で理解できない内容、疑問点、不明確な点がございましたら、販売店、
または弊社営業窓口にお問い合わせください。
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３．使用上の注意

注意

１．本取扱説明書に示している以外の順序・方法で操作しないでください。
順序を誤ると誤動作、または故障する場合があります。

２．専門保守員以外の方は、ＵＰＳ内部の部品の取り外しや交換を行わないでください。

３．電源接続、点検は、必ずＵＰＳを停止状態にして、更に、点検時は壁コンセントからプラグを
はずしてください。

４．本装置はバッテリとしてシール鉛蓄電池を使用しております。万一過電流などにより蓄電池内
部からのガス発生により他機器への悪影響が心配されます。クリーンルームなどの密閉室内で
は使用しないでください。

５．本装置の換気口（装置正面、背面、下面に空いている空気穴）を塞がないでください。
バッテリの周囲温度が高くなりますとバッテリの寿命が短くなります。

６．本装置を全停止させる場合、正面のＯＰＥＲＡＴＩＯＮスイッチを“ＯＦＦ”にし、インレッ
トケーブルを壁コンセントから抜いてください。

７．停電後、装置の全停止は行わないでください。
停電時はバッテリによりインバータを運転し、負荷へ電力を供給します。
バッテリは一度完全放電すると、元に戻すため復電後の回復充電が必要です。
このため、停電後の装置の全停止は行わないでください。
※バッテリは放電後、そのまま放置すると回復能力を失い使用できなくなりますので必ず回
復充電をしてください。

８．長時間本装置を全停止する場合は、３ｶ月に一度の割合でバッテリ補充電のため８時間程度運
転してください。

９．入力電源回路に漏電ブレーカが取り付けられている場合は、動作感度電流１５ｍＡ以上の漏電
ブレーカとしてください。
※負荷の漏電電流が加算される場合は感度電流を大きくしてください。
（例：５０ｍＡ、１５０ｍＡ）

１０．交流入力の配線ドロップは２Ｖ以下になるように、交流入力のケーブルサイズを選定してくだ
さい。

１１．期待寿命
（１）装置の期待寿命は５年です。期待寿命を超えたときは装置の更新をお願いします。
（２）バッテリの期待寿命は周囲温度２５℃にて５年です。温度が高いと寿命は低減
（周囲温度３５℃では２．５年）します。期待寿命を超えたときは交換が必要です。

装置の更新、及びバッテリの交換は最寄りの弊社営業窓口までご連絡ください
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４．取り扱い上の注意事項

① バッテリはいつもたっぷり充電を
停電によりバッテリが完全放電してしまうと元に戻す為に約１１時間の「回復充電」が必要となり
ます。次の停電に備えて、常時充電を行い、いつもバッテリを満杯状態にしておきましょう。

② 停止の時は、「OPERATION」スイッチとブレーカを”ＯＦＦ”に
運転を停止する時は、正面パネルの「OPERATION」スイッチを”ＯＦＦ”にしてください。

”ＯＮ”のまま背面の入力ブレーカや入力分電盤ブレーカをオフにしますと、停電と同じ状態となり
バッテリ運転となります。やむを得ず、背面の入力ブレーカや入力分電盤ブレーカをＯＦＦにする場
合は、正面パネルの「OPERATION」スイッチを”ＯＦＦ”にしてから行ってください。

③ 長期間停止時は、バッテリの補充電を忘れずに
３ヶ月以上使用しない場合は、バッテリの補充電が必要です。３ヶ月毎にＵＰＳを約８時間程度、
運転してください。

④ 漏電ブレーカの選定に注意しましょう
ＵＰＳの入力側に漏電ブレーカを設置する場合は、感動電流にご注意ください。
ＵＰＳの大地電流は、約２ｍＡです。

⑤ 周波数の設定は必要ありません
周波数自動判別機能を搭載していますので、５０Ｈｚ／６０Ｈｚの切り替えは必要ありません。

⑥ 入力電源は正しく
交流入力電源は装置の定格に合わせ 、標準仕様（２５ページ）の所要容量以上でご使用ください。

⑦ 設置環境は適正に
ＵＰＳの内蔵バッテリの寿命を考慮し、雰囲気温度は１０～２５℃の範囲内に管理することをお勧
めします。直射日光、高温、多湿を避け、正しく設置してください。

⑧ 荷物の積み上げはやめましょう
ＵＰＳは冷却ファンによる強制空冷を行っています。設置の際は必ず背面を２０cm以上空けてくだ

さい。ＵＰＳの前後に荷物を積み上げると排気の妨げになりますのでおやめください。

⑨ 絶縁テストの時は、入出力配線を外してください
電源配線の絶縁テストを行う場合は、ＵＰＳを完全停止してから、入力配電盤のブレーカをオフに

するとともに背面ＦＧ端子を外してください。サージアブゾーバが内蔵されていますので、ＦＧ端子
が接続されている場合は絶縁抵抗値が低く測定される場合があります。

⑩ バッテリは交換部品です
ＵＰＳの内蔵のバッテリには寿命があります。定期的（５年以内）に交換しましょう。
詳しくは、２３ページをご覧下さい。

⑪ カバーを外したままの運転はやめましょう
感電事故や故障の原因になりますのでカバーを外したままの運転は絶対にしないでください。
また、交流入力電源を切っても内部部品には手を触れないでください。ＵＰＳの内部にはバッテリ
電圧が印加されている回路がありますので非常に危険です。

⑫ 負荷の変更・追加の際はご相談ください
負荷の変更・追加の際には、お買い上げの販売店・弊社営業所までご相談ください。
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５．設置

① 搬入は梱包状態のままで行い、据えつけ場所近くの平坦な場所で開梱して下さい。

② 梱包開封時に、梱包内容の確認をお願いします。
・本体（ＵＰＳ３０１０ＨＵＬ）１台
・取扱説明書 １部
・保証書 １部
・キャスターストッパー ４個

ＵＰＳの外観に損傷や変形はありませんか。

③ 快適な場所を選んでください。ＵＰＳは平坦な場所に設置してください。
以下のような場所は、避けてください。
●高温・多湿の所（バッテリの寿命を考慮し、雰囲気温度は、１０～２５℃の範囲内に管理すること
をお勧めします。）
●強い振動や衝撃のある所
●塩分や腐食性ガスの発生する所
●傾いている（水平でない）所
●無線機の近く（無線機にノイズが混入する場合があります。）
●埃の多い場所
●狭い場所（本装置は強制空冷を行っているので、必ず吸排気口にスペースが必要です。）

④ 周囲を少し空けましょう。
(1) ＣＲＴディスプレイの近く
（注）ＣＲＴディスプレイに画面揺れなどの影響を与える場合がありますので、確認の上設置し
てください。

(2) ＵＰＳは強制空冷を行います。吸気口と排気口（背面）に約２０ｃｍ以上のスペースが必要です。
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６．接続

① 配線は、背面の端子台で。
(1) 入出力の確認
外部の入出力配線は背面で行います。入力、出力共にＭ５のネジで接続します。
ＵＰＳは周波数自動判別機能付きです。地域による設定は必要ありません。

(2) 適合する電源設備をご使用下さい。
ＵＰＳの入力電源設備条件は、次の通りです。

出力設定 ﾎｯﾄ － ﾆｭｰﾄﾗﾙ ﾎｯﾄ － ｸﾞﾗﾝﾄﾞ ﾆｭｰﾄﾗﾙ － ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 周波数
(V.SELECT) (ﾗｲﾝ間) (ﾗｲﾝ1 － ｸﾞﾗﾝﾄﾞ間) (ﾗｲﾝ2 － ｸﾞﾗﾝﾄﾞ間)

100V設定時 約100VAC 約50VAC～100VAC 約0VAC～50VAC 50/60Hz

120V設定時 約120VAC 約60VAC～120VAC 約0VAC～60VAC 50/60Hz

出力設定 起動電圧 始動後電圧 周波数 入力容量 相 数 入力形状
(V.SELECT)

＋15％100V設定時 100VAC 100VAC±15％－10％
50/60Hz 3.5kVA 単相2線(ｱｰｽ付) Ｍ５

＋10％120V設定時 120VAC±10％ 120VAC－15％

② 配線接続前の確認
(1)背面の入力ブレーカは”ＯＦＦ”になっていますか。
(2)前面の「OPERATON 」スイッチが“ＯＦＦ”になっていますか。
(3)背面パネルの「V.SELECT」スイッチを設定しましたか。（１０ページ）

③ 配線の接続
(1)必要に応じて各ポート（SIGNAL、RS232C、アクセサリボード）に専用ケーブルを接続してください。
(2)ＵＰＳの入力配線は背面の端子台（表示：INPUT L-N-FG)で行います。
(3)機器の入力ケーブルをＵＰＳの出力端子（表示：OUTPUT L-N-FG）に接続してください。
（4)端子台への接続は５．５ｍ ケーブルを使用し、確実にねじを締めてください。㎡以上の
配電盤からＵＰＳまでの距離が長い場合は、電圧降下の無いように十分電流容量の大きな電線を使

用してください。
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７．各部の名称と働き

① 正面パネルの説明

番号 名 称 機 能

１ OPERATION スイッチ 運転、停止をするスイッチです。
”ＯＮ”にすると運転を始め給電します。

２ BUZZER OFF スイッチ スイッチを押すとブザーは停止します。
但し、バッテリテスト後のバッテリ異常時、制御電源電圧の異常時の
ブザーは除きます。ブザー停止中に新たな現象が発生すると緊急度合
い高い条件でブザーが鳴ります。

３ BATT CHECK スイッチ 運転中、スイッチを押してバッテリのチェックを行います。また、バ
ッテリのチェックを中断する時やバッテリテスト後のブザーを停止す
る時に使用します。

４ RESET スイッチ 機能設定変更後の再起動や装置異常時のリセットの時に使用します。
正常運転中に押した時は、出力を一度停止し、再起動します。

５ OUTPUT ランプ 出力給電中に点灯します。ＵＰＳ監視ソフトウェア（オプション）を
使用した始動・停止待ち時は点滅します。

６ CAUTION ランプ 交流入力異常時、停止予告時、バッテリ温度異常時、過負荷時、過負
荷停止時、バッテリテスト後のバッテリ異常の時に点灯します。
バッテリテスト中は点滅します。

７ ALARM ランプ ＵＰＳが異常時に点灯します。
バッテリ異常時や充電器異常時は点滅します。

８ BATTERY REPLACE ランプ 自動寿命診断の結果、バッテリ交換が必要と診断された時に点滅しま
す。

９ LOAD LEVEL ランプ 接続されている負荷装置の容量を４ヶのランプで表示します。
10～49％で1つ目が点灯します。50～69％で2つ目が点灯します。
70～89％で3つ目が点灯します。90％以上で4つ目が点灯します。

１０ 液晶モニタ ＵＰＳの動作状態を表示します。
１３～１５ページに液晶表示と機能を示します。

１１ ENTER スイッチ 液晶モニタの設定内容を決定する時に押します。

１２ ▲ スイッチ 液晶モニタの表示を切り換えるときに押します。

１３ ▼ スイッチ 液晶モニタの表示を切り換えるときに押します。
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② 背面パネルの説明

番号 名 称 機 能

１ INPUT ＵＰＳに電源を供給します。

２ UPS OUTPUT 機器の接続端子です。３ＫＶＡ（２．１ＫＷ）の負荷をバックアップす
ることができます。

３ POWER 入力電源ブレーカです。

４ FG 筐体とサージアブゾーバのアースを接続してあります。

５ 冷却ファン 内部の熱を外部に放熱します。

６ V.SELECT 出力電圧を100Vまたは120Vに設定します。

出力電圧 No.1 No.2

OFF OFF *出荷時No.1、No.2は
OFFに設定してありま

100V OFF ON す

ON OFF

120V ON ON

７ SIGNAL 信号コネクタです。
・リレー接点信号を出力します。
・ﾘﾓｰﾄ操作やｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝをする時に使用します。

８ RS232C 信号コネクタです。
・ＲＳ－２３２Ｃ信号を出力します。
（UPS監視ｿﾌﾄｳｪｱ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)を使用する為のコネクタです。）

９ SLOT 3PCS 専用のアクセサリーボードを装着します。
最大３枚まで使用できます。

１０ AUX.BATTERY ３０分、６０分バックアップ用のバッテリを接続するコネクタです。
（オプション）
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８．操作

手順に沿って運転／停止の操作をしましょう

① 運転操作
(1) ＵＰＳの背面のブレーカ、正面パネルの「OPERATION」スイッチが”ＯＦＦ”の位置にあることを確
認します。
(2) 背面のブレーカを”ＯＮ”にします。
(3) 液晶モニタに[Stand By]を表示します。
(4) 「OPERATION」スイッチを”ＯＮ”にします。
(5) 液晶モニタの表示が[Normal Mode]に切り替わり、給電を開始します。
冷却ファンが作動していることを確認してください。

*出荷時の設定の確認は「１０．機能設定と初期設定」（１６～１７ページ）を参照してください。

② 停止操作
(1)「OPERATION」スイッチを”ＯＦＦ”にしてください。
(2) 液晶モニタの表示が[Stand By]になり、給電を停止します。

※ 長期間（１ヶ月以上）の停止
「OPERATION」スイッチを”ＯＦＦ”、背面のブレーカを”ＯＦＦ”にしてください。
注)「OPERATION」スイッチを”ＯＮ”のまま、背面のブレーカを”ＯＦＦ”にしますと停電と同じ状態
になり,バッテリ運転になりますのでご注意ください。
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９．液晶表示

ＵＰＳの各種の情報を液晶モニタに表示します。
・表示は[▼]キーまたは[▲]キーで切り替えます。
・最初に[／]の表示がある場合は、表示メニューに関係する詳細な情報があることを示します。
[▼]キーを２秒以上押すと（”ﾋﾟｯ”というブザー音がします）、下の階層のメニューを表示します。
・上の階層に移る場合は、”ﾋﾟｯ”というブザー音がするまで[▲]キーを２秒以上押します。
・機能の設定を確定するには、[ENTER]キーを押します。
・( )は液晶表示の言語を英語モードに設定した場合に表示します。
・[ ]は設定された運転モードを表示します。Drive Mode
・"←→"は左右の文字を２秒間隔で交互に表示します。

① 正常動作時

1 [Ｓｔａｎｄ Ｂｙ]
背面ブレーカが”ＯＮ”で待機状態になり表示します。

2 [Ｎｏｒｍａｌ Ｍｏｄｅ]
ノーマルモードで運転しています。

3 [Ｍｅｉｎｔｅ．Ｍｏｄｅ]
メンテナンスモードで運転しています。

4 [Ｖｉｎ □□□Ｖ]
入力電圧を１Ｖ単位で表示します。

5 [Ｖｏｕｔ □□□Ｖ]
出力電圧を１Ｖ単位で表示します。

6 [Ｉｏｕｔ □□□Ａ]
運転中の出力電流を１Ａ単位で表示します。

7 [Ｐｏｕｔ □□□□Ｗ]
運転中の出力電力を５０Ｗ単位で表示します。

8 [Ｂａｔｔｅｒｙ □□□％]
バッテリ電圧を、パーセントにより表示します。
（放電終了電圧を０％、充電完了電圧を１００％として１％単位で表示します。）

9 [Ｆｉｎ □□．□Ｈｚ]
入力周波数を０．１Ｈｚ単位で表示する。

10 [Ｆｏｕｔ □□．□Ｈｚ]
出力周波数を０．１Ｈｚ単位で表示する。

11 [Ｂａｔｔ Ｔｅｍｐ ±□□℃]
バッテリの周囲温度を１℃単位で表示します。

12 [／Ｓｅｔ Ｕｐ]
設定の確認と変更する時に表示させます。

13 ［／ＵＰＳ Ｖｅｒｓｉｏｎ Ｖｉｅｗ]
ＵＰＳのモデル名、製造号機、ソフトウエァのバージョンの確認ができます。
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② 警告表示

14 [ニュウリョク テイカ](Input Low Volt)←→[ ]Drive Mode
運転待機時に入力電圧が低下した時に表示します。
「OPERATION」スイッチを”ＯＮ”にしても給電しません。

15 [ニュウリョク ジョウショウ](Input High Volt)←→[ ]Drive Mode
運転待機時に入力電圧が上昇した時に表示します。
「OPERATION」スイッチを”ＯＮ”にしても給電しません。

16 [ニュウリョク テイカ](Input Low Volt) ←→ [Ｂａｔｔｅｒｙ Ｍｏｄｅ □□□％]
交流入力運転中に入力電圧が低下した時に表示し、バッテリ運転に無瞬断で切り替わります。
入力電圧が正常電圧へ復旧した時は、無瞬断で交流入力運転へ切り替わります。

17 [ニュウリョク ジョウショウ](Input High Volt) ←→ [Ｂａｔｔｅｒｙ □□□％]
交流入力運転中に入力電圧が上昇した時に表示し、バッテリ運転に無瞬断で切り替わります。
入力電圧が正常電圧へ復旧した時は、無瞬断で交流入力運転に切り替わります。

18 [テイシ ヨコク](Low Battery) ←→ [Ｂａｔｔｅｒｙ Ｍｏｄｅ □□□％]
バッテリ運転中にバッテリ容量が減少し運転停止が迫っている時に表示します。

19 [バッテリ オンド イジョウ](Batt Temp High)
待機時にバッテリの周囲温度が異常に上昇した時に表示します。
温度が正常に戻ると、自動復帰します。

20 [バッテリ オンド イジョウ](Batt Temp High) ←→ [ ]Drive Mode
バッテリの周囲温度が異常に上昇した時に表示します。
運転中はそまま出力を継続します。充電は停止します。
温度が正常に戻ると、充電を再開し、表示は自動復帰します。

21 [カフカ](Over Load) ←→ [Ｂｙｐａｓｓ Ｍｏｄｅ]
交流入力運転でｲﾝﾊﾞｰﾀ給電時にＵＰＳに接続する負荷が定格容量以上の時に、無瞬断でバイパス運
転に切り替わり表示します。負荷が定格容量以下になると、約５秒後にインバータ運転に切り替わ
ります。
バイパス運転時に定格容量以上の負荷となっている場合も表示します。

22 [カフカ](Over Load) ←→ [Ｂａｔｔｅｒｙ Ｍｏｄｅ □□□％]
バッテリ運転時にＵＰＳに接続する負荷が定格容量以上の時、表示します。

23 [カフカ テイシ](Overload Shutoff]
バッテリ運転時に出力の過負荷状態が継続し、給電を停止した時に表示します。
復旧方法：負荷を減らし、「OPERATION」スイッチを”ＯＦＦ”にして、再度”ＯＮ”にするか、

「RESET」スイッチを１度押すと運転を再開します。但し、停電時は運転を再開しません。

③ 異常表示

24 [ファン コショウ](Fan Failure) ←→ [ ]Drive Mode
運転中に空冷ファンの停止が２０秒以上継続した時に表示します。
運転はそのまま継続します。

25 [ナイブ ホゴカイロ サドウ](Protector Work) ←→ [Ｂｙｐａｓｓ Ｍｏｄｅ]
装置内部の温度が異常に上昇した時や、回路動作が異常になったときに、保護回路が作動し、バイ
パス運転へ切り替わり、表示します。

26 [シュツリョクデンアツイジョウ](Output Volt Fail) ←→ [Ｂｙｐａｓｓ Ｍｏｄｅ]
運転中にインバータ出力電圧が異常になった時に、バイパス運転へ切り替わり、表示します。
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27 [セイギョデンゲンイジョウ](Contl Power Fail) ←→ [Ｂｙｐａｓｓ Ｍｏｄｅ]
運転中に制御電源電圧が異常になった時、バイパス運転へ切り替わり、表示します。
（但し、「ALARM」ランプは点灯しない場合もあります。）

28 [ＡＣスイッチ イジョウ](SBS Failure) ←→ [ ]または[Ｂｙｐａｓｓ Ｍｏｄｅ]Drive Mode
内部のＡＣスイッチが故障した時に表示します。

29 [ショキバッテリ イジョウ](Battery Abnormal) ←→ [ ]Drive Mode
初期バッテリテストの結果、バッテリが異常の時に表示します。

30 [カイホウバッテリイジョウ](Battery Abnormal) ←→ [ ]Drive Mode
開放バッテリ電圧測定の結果、バッテリが異常の時に表示します。

31 [バッテリ イジョウ](Battery Abnormal) ←→ [ ]Drive Mode
バッテリ充電時にバッテリ電圧が異常に低下した時に、充電を停止し表示します。
運転はそのまま継続します。

32 [ジュウデンキ イジョウ](Charger Failure) ←→ [ ]Drive Mode
バッテリ充電中にバッテリ電圧が異常に上昇した時に、充電を停止し表示します。
運転はそのまま継続します。

33 [バッテリ コウカン](Battery Replace) ←→ [ ]Drive Mode
自動寿命診断の結果、バッテリが寿命の時に表示します。

④ バッテリテスト表示

34 [Ｂａｔｔｅｒｙ Ｔｅｓｔ]
バッテリテスト中（約３０秒間）に表示します。

35 [Ｂａｔｔｅｒｙ Ｔｅｓｔ ＯＫ]
バッテリテストの結果、バッテリが正常である時に表示します。（約３０秒間）

36 [バッテリ テスト イジョウ](Batt Test Abnml) ←→ [ ]Drive Mode
バッテリテストの結果、バッテリが寿命の時に表示します。

37 [バッテリ テスト イジョウ](Batt Test Abnml) ←→ [Ｂｙｐａｓｓ Ｍｏｄｅ]
バッテリが寿命の状態でバッテリテストを行った時に、インバータ運転に復帰するまでの間、バイ
パス運転に切り替わり、表示します。

⑤ その他の表示

38 [Ｓｔａｒｔ □□□□□ｍｉｎ]
[Ｓｔａｒｔ □□□□□ｓｅｃ]
表示されている時間経過後に、給電します。

39 [Ｓｔｏｐ □□□□ｓｅｃ]
表示されている時間経過後に、給電を停止します。
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１０．機能設定と初期設定

① 機能設定
機能の設定確認と設定変更ができます。
・設定確認
液晶モニタに[/Set Up]を表示させ、[▼]キーを２秒以上押すと設定確認状態モードになります。
[▼]キーまたは[▲]キーで確認したい機能を表示させます。
・設定変更
変更する機能を表示させ、[▼]キーを２秒以上押して設定変更モードにします。
[▼]キーまたは[▲]キーで変更したい設定を表示させます。
[ENTER]キーを押して確定します。
* 設定できない機能を選択した場合は、エラー[Error_□]を表示します。
* 再起動が必要な場合は、[Restart Please]を表示しますので、「RESET」スイッチを押すか、
「OPERATION]スイッチで再起動してください。

1 [／Ｓｔｏｐ Ｃｏｍｍａｎｄ □□□]
オプションソフトウエァとの組み合わせにより、コンピュータをシャットダウンしてからＵＰＳの
出力を停止させるためのストップコマンド設定状態を表示します。
"□□□"にはＯＮまたはＯＦＦを表示します。

2 [／Ａｕｔｏ Ｂｙｐａｓｓ □□□]
バイパス運転許可の設定状態を表示します。
Ｏ Ｎ：バイパス運転許可
ＯＦＦ：バイパス運転禁止

［ＯＦＦ]に設定した場合は、すべての場合においてバイパス運転にはなりません。
また、入力電圧範囲は出力電圧の設定にかかわらず、下表の値に固定されます。
起動電圧範囲 ９０～１３２ＶAC
ﾊﾞｲﾊﾟｽ禁止状態での ８２±２ＶAC以下
ﾊﾞｯﾃﾘ運転切り換え電圧 １３４±２ＶAC以上

3 [／Ｆｏｕｔ □□□□]
出力周波数の設定状態を表示します。
ＡＵＴＯ：入力周波数に合わせて、自動設定します。
５０Ｈｚ：出力周波数を５０Ｈｚにします。
６０Ｈｚ：出力周波数を６０Ｈｚにします。

固定周波数に設定する場合はバイパス禁止を設定してから行って下さい。

4 [／Ｒｅｍｏｔｅ □□□]
リモート操作の設定状態を表示します。
ＯＦＦ：通常設定
Ｏ Ｎ：リモート操作

5 [／Ｂｕｚｚｅｒ □□□]
ブザーの設定状態を表示します。
Ｏ Ｎ：ブザーを使用する。
ＯＦＦ：ブザーを使用しない。

6 [／Ｄｒｉｖｅ Ｍｏｄｅ □□□□]
運転モードの設定状態を表示します。
ＮＭＬ：ノーマルモード（Normal Mode） 常時インバータ給電
ＭＮＴ：メンテナンスモード（Maintenance Mode） 常時バイパス給電

メンテナンスモードは商用入力をそのまま出力し、バックアップはしませんので注意してください。
バイパス禁止が設定されている場合は、メンテナンスモードは設定できません。
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7 [／Ｌａｎｇｕａｇｅ □□□]
CAUTION、ALM、BATTERY REPLACEの各ＬＥＤが点灯したときに、ＬＣＤに表示する内容を
日本語モードまたは英語モードで表示します。
ＪＰＮ：日本語モード
ＥＮＧ：英語モード

8 [Ｒｅｓｔａｒｔ Ｐｌｅａｓｅ]
/Set Upモードで設定を変更し、再起動を必要とする時に表示します。
正面パネルのResetスイッチを押してください。

9 [Ｅｒｒｏｒ＿１]
バイパス禁止に設定されていない状態（Auto Bypass ON）で、出力周波数を固定周波数(50Hz
または60Hz)モードに設定しようとした時に表示します。

10 [Ｅｒｒｏｒ＿２]
バイパス禁止に設定されている状態（Auto Bypass OFF）で、運転モードをメンテナンスモード
（Meinte. Mode）に設定しようとした時に表示します。

11 [Ｅｒｒｏｒ＿３]
運転モードがメンテナンスモード（Meinte. Mode）に設定されている状態で、バイパス禁止
（Auto Bypass OFF）を設定しようとした時に表示します。

② 初期設定
出荷時の機能設定は以下の通りです。

Ｓｔｏｐ Ｃｏｍｍａｎｄ ＯＦＦ
Ａｕｔｏ Ｂｙｐａｓｓ ＯＮ
Ｆｏｕｔ ＡＵＴＯ
Ｒｅｍｏｔｅ ＯＦＦ
Ｂｕｚｚｅｒ ＯＮ
Ｄｒｉｖｅ Ｍｏｄｅ ＮＭＬ
Ｌａｎｇｕａｇｅ ＪＰＮ
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１１．異常と保護機能

① 交流入力異常
商用電源に異常や停電が生じた場合は、整流器及び充電器は停止しますが、バッテリの直流
電力によりインバータ運転を継続し、負荷に電力を供給します。

商用電源異常時の電力供給経路

バイパス 出
ス力
イ切

電源 整流器 インバータ ッ替 出力
（商用） チ

充電器 バッテリ

② 交流入力復帰
商用電源が正常に回復しますと整流器及び充電器は運転を再開し、自動的に通常の動作状態
に戻ります。

③ 長時間停電
停電が長時間続いてバッテリ電圧が放電終止電圧に達しますと、保護機能が動作して、イン
バータ運転を停止し、バッテリの過放電を防止します。
インバータ運転を停止する前に液晶モニタとブザーで停止する事をお知らせします。
なお、インバータ運転自動停止後、商用電源が正常に回復しますと、約１０秒後自動的に運転
を再開し、通常の運転状態に戻ります。

④ 過負荷時
コンピュータやプリンタなど、始動時に大きな電流が流れ、インバータの容量を越える過負
荷状態になりますと、無瞬断でバイパス運転に切り替わります。約５秒後インバータ運転に
戻ります。（オートリターン機能）
運転モード：Normal Mode、Auto Bypass ON の場合のみ

バッテリ運転中に過負荷状態になると、液晶表示とブザーで警告します。
更に負荷の電力が大きい状態が約１０秒以上続くと自動的に停止します。
[カフカテイシ シマシタ](Overload Shutoff)を表示します。
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⑤ インバータ故障時
万が一、インバータに故障が発生した場合は、自動的に出力切替スイッチが働き、インバータ給電
からバイパス給電に切り替わります。
運転モード：Normal Mode、Auto Bypass ON の場合のみ

注意：バイパス運転への切り替え入力電圧範囲
V.SELECT 100V設定時：0VAC～115VAC
V.SELECT 120V設定時：0VAC～132VAC

インバータ故障時の電力供給経路

バイパス 出
ス力
イ切

電源 整流器 インバータ ッ替 出力
（商用） チ

充電器 バッテリ



- 21 -

4522000T

１２．ブザー警報

ブザーの音色が、状態を表します。

(1) ブザー警報音

(2) ブザー警報内容
① 本装置異常時・ バッテリ異常時・ファン故障時・過負荷停止時
② バッテリ運転停止予告時・過負荷検出時
③ 交流入力異常時・バッテリ運転時
④ バッテリ温度上昇時
⑤ バッテリテスト中・ピーク電流過負荷商用給電時

(3) ブザーの停止方法
正面パネルの「BUZERR OFF」スイッチを押すとブザーは停止します。但し、バッテリテスト後の
バッテリ寿命警報時、制御電源異常時は停止できません。

ブザー停止中に新たな現象が発生すると緊急度合いの高い順番でブザーが再度鳴動します。

①＞②＞③＞④＞⑤

緊急度：高 低

50ms

0 . 5 s

50ms

0 . 5 s

2 s

①

②

③

④

⑤
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１３．異常表示内容と処置

異常内容を正面パネルの液晶モニタがお知らせします

①「ALARM」ランプが点灯した場合の液晶パネル表示内容と処置は次の通りです。
異常内容の( )は英語モードを選択した場合に表示されます。

No 異 常 内 容 原 因 処 置

1. ﾌｧﾝｺｼｮｳ 冷却ファンが停止し ・ファンの障害物を取り除いてください。
(Fan Failure) ています ・冷却ファンの交換が必要です。

2. ﾅｲﾌﾞﾎｺﾞｶｲﾛｻﾄﾞｳ 内部の温度が異常に ・ファンの周りの障害物を取り除いてくださ
(Protector Work) 上昇しています い。

・吸排気口を清掃してください。

接続機器が不適当で ・販売店または弊社営業所にご相談ください。
す

3. ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝｱﾂｲｼﾞｮｳ インバータ出力電圧 ・修理が必要です。
(Output Volt Fail) が異常です

4. ｾｲｷﾞｮﾃﾞﾝｹﾞﾝｲｼﾞｮｳ 内部の制御電源電圧 ・修理が必要です。
(Contl Power Fail) が異常です

5. ｼﾞｭｳﾃﾞﾝｷｲｼﾞｮｳ 内部の充電器電圧が ・修理が必要です。
(Charger Failuer) 異常です

6. ﾊﾞｯﾃﾘｲｼﾞｮｳ 内蔵バッテリの電圧 ・バッテリの交換が必要です。
(Battery Abnorml) が異常です

7. ｼｮｷﾊﾞｯﾃﾘｲｼﾞｮｳ ﾊﾞｯﾃﾘ寿命 ・バッテリ交換が必要です。
(Battery Abnormal)

8. ｶｲﾎｳﾊﾞｯﾃﾘｲｼﾞｮｳ ・ﾊﾞｯﾃﾘの充電不足 BATT CHECK スイッチを押してアラームを解除
(Protector Work) ・ﾊﾞｯﾃﾘ寿命 し、ﾊﾞｯﾃﾘを充電します。約７時間後に再度ア

ラームになった場合は、ﾊﾞｯﾃﾘが寿命ですから
交換してください。

装置の復旧方法（No.1ファン故障、No.2内部保護回路作動時）
「RESET」スイッチを押して装置を再起動させます。

* 但し、停電時は運転を再開しません。
* リセットしても装置が復旧しない（ALARMランプが点灯する）場合は、販売店または弊社営業
所へご連絡ください。

故障表示内容保持機能
故障が発生し、「OPERATION」スイッチを”ＯＦＦ”にして出力を停止しても、液晶パネルにトラブ
ルの内容が表示され故障原因の確認を行えます。
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１４．外部信号

Ｄ－ＳＵＢ形コネクタ ９ピンを２個使用しています。
※外部配線には専用コネクタ、インターフェイスケーブル（オプション）をご使用ください。

① 「ＳＩＧＮＡＬ」コネクタ
(1) ピン番号と信号内容との関係は以下の通りです。

ピン番号 内 容
１ アラーム信号
２ 停電信号（停電時短絡／ａ接点）
３ 停電信号（停電時開放／ｂ接点）
４ コモン
５ 停止予告信号
６、７ リモート操作用端子 （ピン番号７＝ＧＮＤ）
８、９ リモートシャットダウン用端子 （ピン番号９＝ＧＮＤ）

(2)信号内容（接点信号）
●停電信号
停電した時、または交流入力異常時に２－４間が短絡し、３－４間が開放します。

●停止予告信号
停電時にバッテリが放電し、まもなく運転停止になる時に５－４間が短絡します。

●アラーム信号
「ALARM」ランプが点灯した時に１－４間が短絡します。

* 接点容量は、いずれも３０ＶＤＣ、０．１Ａ（無電圧接点）です。

(3)ローカル操作とリモート操作
設定によりローカル操作とリモート操作の切り替えが可能です。

ローカル操作････正面パネルのOPRATIONスイッチで、運転／停止の操作ができます。
・バッテリ運転時に、６－７間を短絡すると運転を停止します。

リモート操作････ＵＰＳの運転／停止を離れた場所から操作できます。
・正面パネルのOPRATIONスイッチがＯＮ状態で、運転待機状態になります。
・６－７間を短絡すると約５秒後に起動し、開放すると停止します。
・リモート操作運転中に「OPERATION」スイッチを”ＯＦＦ”にすると運転を停
止します。

(4)シャットダウン操作
バッテリ運転時にＳＩＧＮＡＬコネクタの８－９間に電圧（＋３～１５ＶＤＣ）を４．５秒以上
継続して加えると、６０秒後に運転を停止します。電圧を印加した後、装置入力電圧が復電して

も電圧印可時間が４．５秒を経過してしまうと６０秒後に本装置の運転を停止します。運転停止
後、装置入力電圧が正常電圧であれば１０秒後再び自動始動します。

② ＲＳ２３２Ｃコネクタ
ＲＳ－２３２Ｃキャラクタ信号を入出力し、コンピュータと通信します。

ピン番号と信号内容との関係は以下の通りです。
ピン番号 内 容
１ 未使用
２ ＲｘＤ
３ ＴｘＤ
４ ＤＴＲ（ＤＳＲと接続されています）
５ ＳＧ （シグナルグランド）
６ ＤＳＲ（ＤＴＲと接続されています）
７ ＲＴＳ（ＣＴＳと接続されています）
８ ＣＴＳ（ＲＴＳと接続されています）
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９ 未使用
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１５．点検とメンテナンス

保守はカンタン、でも点検は忘れずに

① 日常のチェック
毎日のお手入れは、特に必要ありません。正面パネルのランプと液晶パネルの表示内容、周囲温度
（１０～２５℃の範囲に管理することをお勧めします）をチェックしてください。

② 定期チェック
１年に１度は、次の事項をチェックしましょう。
●本体の外観に変色、腐食のないこと
●吸気口やファンに付いたゴミ、ほこりの除去
●周囲に荷物の積み上げ等のないこと
※点検の際は、「OPERATION」スイッチを”ＯＦＦ”、背面の入力ブレーカを”ＯＦＦ”にしてくだ
さい。

③ バッテリチェック
３ヶ月毎にあなたのご使用になっている接続機器でバックアップ時間のテストを行うことをお勧め
します。(テストは、前面パネルの「BATT CHECK」スイッチにより行なうことができます。)

④ 部品交換（有償）
バッテリには寿命があります。そのため蓄電池工業会からバッテリ寿命が定義されています。バッ
テリの寿命を超えた状態で使用された場合、停電時にバックアップできなかったり、その他思わぬ
障害を発生させる原因ともなります。

バッテリの寿命は５年ですが予防保全の為、早めの交換（交換周期４年）をお勧めします。

なお、バッテリの寿命は使用温度条件や放電回数によって大きく変化します。特に温度による影響
は大きく、使用温度によって下表のように短縮されますのでご注意ください。

また、冷却ファンについても摩耗による寿命がありますのでバッテリと一緒に交換することをお勧
めします。

使用温度環境 期待寿命 バッテリ交換周期

２５℃ ５年 ４年

３５℃ ２．５年 ２年

使用温度は１０～２５℃の範囲内に管理することを、お勧めします。特に、２４時間連続して動作
させるシステムや重要業務にＵＰＳを使用する場合は、交換周期を早めていただくようお願いしま
す。

ＵＰＳ周辺の荷物の積み上げなどで換気が妨げられた場合、バッテリの温度がさらに上昇し、バッ
テリの寿命がより短縮されますのでご注意下さい。

⑤ 内部清掃は、販売店または弊社営業所に申しつけ下さい。（有償）

⑥ 交換部品一覧
・バッテリ ＲＥ７－１２ （ユアサ） １２個
・ファン ＦＢＡ０８Ａ１２ＬＯ （松下電器） ２個
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１６．バッテリ診断機能

① バッテリチェック機能
・正常運転中に正面パネルの「BATTERY CHECK」スイッチを押すとバッテリ運転となり、テストを開
始します。再度「BATTERY CHECK」スイッチを押すと、テストを中止し、正常運転状態に戻ります。
・テストの結果[テストバッテリ イジョウ]が表示された場合は「BATTERY CHECK」スイッチを押して
解除できます。
・バッテリテスト中に、停電したり「OPERATION」スイッチを”ＯＦＦ”にした時はテストを中止し
ます。
・バッテリテスト中にインバータ出力電圧異常及び半導体温度異常になった時はバイパス運転に切り
替わりテストを中止します。

注意：バッテリが寿命になっている状態でテストを実施した場合には、バイパス運転に切り替え、
数秒後インバータ運転に戻ります。バッテリの寿命の程度、入力配線の状況により出力が
瞬断し、機器が停止する事も考えられますので、以下の点に十分留意して、テストを行って
ください。
・液晶モニタのバッテリ電圧が１００％を表示していること。
・初期バッテリ異常、開放バッテリ異常、バッテリ異常が生じ、異常を解除した後にバッテリ
テストを行わないこと。
・万が一に備え、使用している機器が停止する事を考えた設定であること。

(1)正常時
テスト中（約３０秒間）の間に停止予告にならなければ正常運転状態に戻ります。但し液晶表示
は、[Battery Test OK]を約３０秒間表示します。
(2)異常時
テスト中に停止予告になった時はバッテリテストを中止し、「CAUTION」ランプが点灯して、液
晶モニタに[バッテリテストイジョウ]を表示し、ブザーが鳴ります。

●初期バッテリテスト機能
・始動時にバッテリの開放電圧が規定以下の時は、「ALARM」ランプが点滅し、液晶モニタに
[ショキバッテリ イジョウ]を表示し、ブザーが鳴ります。
・但し、バッテリ異常でも充電及びインバータ運転は継続します。「ALARM」ランプ、液晶表示、及び
ブザー音は、「BATT CHECK」スイッチを押すと解除できます。

●開放バッテリ電圧測定機能
・始動してから７時間毎にバッテリの開放電圧を測定し、規定値以下の時は「ALARM」ランプが点滅し、
液晶モニタに[カイホウバッテリ イジョウ]を表示し、ブザーが鳴ります。
・但し、バッテリ異常でも充電及びインバータ運転は継続します。
・また、入力電圧異常及びバッテリテストを行った時は、正常状態復帰後から再び７時間毎に電圧を
測定します。
・「ALARM」ランプ、液晶表示、及びブザー音は「BATT CHECK」スイッチを１度押すと解除できます。

上記①、②、③のテストの結果が異常になった場合でも、バッテリの充電不足の場合も考えられま
すので、８時間以上運転させてバッテリの充電を行ってください。

③ 自動バッテリ寿命診断機能
バッテリ周囲温度と運転積算時間によりバッテリが寿命に達したと診断された場合は
「BATTERY REPLACE」ランプが点灯し、ブザーが鳴ります。この場合はバッテリの交換時期となりま
すので、販売店、又は弊社営業所へご連絡ください。
ブザー音を停止する時は「BUZZER OFF」スイッチを押してください。
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１７．仕様一覧

標準仕様

項 目 規 格 または 特性 備 考
型 名 ＵＰＳ３０１０ＨＵＬ

出力容量（皮相／有効） ３ｋＶＡ／２．１ｋＷ
運転方式 商用同期型正弦波出力
方 常時インバータ給電方式
式 入力方式 正弦波入力電流、高入力力率 入力力率0.95以上（定格入出力）

冷却方式 強制空冷 温度異常時を除き待機時は自然空冷

相数・線数 単相・２線＋アース
交 電 圧 V.SELECT設定 装置起動後電圧 装置起動時電圧

＋15％
流 100V設定時 100VAC±15％ 100VAC

－10％
入 ＋10％

120V設定時 120VAC 120VAC±10％
－15％

力
周 波 数 ５０／６０Ｈｚ±５％
所要容量 ３．５ｋＶＡ以下
相数・線数 単相・２線＋アース
電圧精度 V.SELECT設定 電圧精度 抵抗負荷時及び整流器負荷時

100V設定時 100VAC±3％以内
120V設定時 120VAC±3％以内

交
定格周波数 ５０／６０Ｈｚ 入力周波数による（自動設定）

周波数精度 ５０／６０Ｈｚ±０．１％以内
流
電圧波形歪率 ３％以内 抵抗負荷時

４％以内 整流器負荷時
出
定格負荷力率 ０．７（遅れ）
過渡電圧変動 ５％ｒｍｓ以内 入力電圧急変時、抵抗負荷急変時

力
過渡電圧変動

１ｍｓｅｃ以下 入力電圧急変時、抵抗負荷急変時
整定時間

過負荷耐量 １１０％（１分間）
過電流保護動作 １１０％以上にてバイパス運転 ｵｰﾄﾘﾀｰﾝ機能

１１０％以上にて垂下 停電運転時、約10秒で自動停止

無瞬断
バイパス切替時間 １０ｍｓｅｃ 入力非同期時、注１

蓄 種 類 小型シール鉛蓄電池
電 定格電圧 １４４Ｖ
池 停電保持時間 １０分（初期値） 定格負荷時、周囲温度２５℃

騒 音 ４０ｄＢ以下 装置前面１ｍ、Ａ特性

発 熱 量 ３１０ｋｃａｌ／ｈ(TYP値) 入力100VAC、満充電

周 囲 温 度 ０～４０℃
相 対 湿 度 １０～９０％
幅 （Ｗ） １８０ｍｍ

寸
奥行 （Ｄ） ５４０ｍｍ

法
高さ （Ｈ） ５３０ｍｍ ４８０ｍｍ ｷｬｽﾀｰ含む ｷｬｽﾀｰ除く

重 量 ５７ｋｇ 梱包時６１Ｋｇ

液 晶 表 示 ●運転状態 ●機能設定状態

●ＯＵＴＰＵＴ ●ＡＬＡＲＭ ●ＢＡＴＴＥＲＹ ＲＥＰＬＡＣＥ
ラ ン プ 表 示

●ＣＡＵＴＩＯＮ ●ＬＯＡＤ ＬＥＶＥＬ

●交流入力異常 ●停止予告 ●ファン故障 ●バッテリチェック中
警 報 ブ ザ ー

●初期バッテリ異常 ●過負荷停止 ●過負荷 ●内部保護回路作動

●出力電圧異常 ●バッテリ異常 ●充電器異常 ●バッテリ温度異常

●マイコン異常 ●制御電源異常 ●開放バッテリ異常 ●バッテリチェック異常

●ＡＣスイッチ異常 ●バッテリ寿命

出 力 信 号 交流入力異常、停止予告、装置異常 リレー接点

キャラクタコード出力 ＲＳ－２３２Ｃ
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入 力 信 号 リモート始動／停止、シャットダウン
注）バイパス切替入力電圧範囲 ：約50～115VAC（V.SELECT：100V設定時）、約50～132VAC(V.SELECT：120V設定時）
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１８．オプション

●ＵＰＳ監視ソフトウェア

ＵＰＳ監視ソフトウェア、ＦｅｌｉＳａｆｅシリーズは停電時の自動シャットダウン機能だけではなく、
フ ェ リ セ ー フ

ＵＰＳの監視機能やタイマーによる自動ＯＮ／ＯＦＦ機能、カレンダ設定による年間自動運転機能、 ネッ
トワークによるＵＰＳ監視機能など、システム管理をお手伝いします。

対象ＯＳ ● Windows 3.1 ● Windows 95 ● Windows NT
● HP UX 9.05～ ● IRIX 5.3～ ● AIX 4.1.5～
● SunOS 4.1.2～ ● MacOS 漢字Talk7.1～
● Solaris(Sparc) 2.4～ ● Solaris(x86) 2.5～

機 能 ● 停電時の自動終了 * Windows 3.1にはカレンダ機能、 ネットワ

● ユーザコマンドの実行 ーク機能はありません

● 自動終了後のＵＰＳ停止 * Mac OS には自動終了後のＵＰＳ停止、モニ

● 停電時の自動起動 タリング、バッテリチェック機能、カレン

● モニタリング ダ機能、ネットワーク機能はありません。

● バッテリチェック機能
● カレンダ機能
● ネットワーク機能
● ログ機能
● スイッチによるシャットダウン機能

●Ｈｙｐｅｒ Ｓｉｒｅｉｓ専用アクセサリ
ハ イ パ ー シ リ ー ズ

製 品 名 内 容

ＳＮＭＰボード 本ボードを増設すると、ネットワーク上のＵＰＳをＳＮＭＰプロトコルによ
り、出力のＯＮ／ＯＦＦ制御・ＵＰＳに接続しているコンピュータのシャット
ダウン（オプションのＵＰＳ監視ソフトが必要）、モニタリング等が市販のＳ
ＮＭＰマネージャにより可能となります。またソケットサーバ機能、ＦＴＰサ
ーバ機能、ＴＥＬＮＥＴサーバ機能もご利用いただけます。

ＲＳ２３２Ｃ 本ボードを増設すると、 標準のＲＳ２３２Ｃ出力インターフェイスに加え、
１Ｐボード 更にもう一つのＲＳ２３２Ｃ出力ポートを増やすことができます。

ＲＳ２３２Ｃ 本ボードを増設すると、 標準のＲＳ２３２Ｃ出力インターフェイスに加え、
２Ｐボード 更にもう二つのＲＳ２３２Ｃ出力ポートを増やすことができます。

接点 ２Ｐボード 本ボードを増設すると、 標準のＳＩＧＮＡＬ出力インターフェイスに加え、
更にもう二つのＳＩＧＮＡＬ出力ポートを増やすことができます。

＊製品、オプションに関するお問い合わせ先＊

本社UPS営業グル-プ : 川崎市中原区苅宿228 TEL 044-435-4549(直通)

秩父営業グル-プ : 埼玉県秩父郡皆野町1632 TEL 0494-62-3732(直通)

大阪営業所 : 大阪市中央区船越町1-3-4 TEL 06-6945-0818 (代表)
ツリーモント宝永3F

＊製品の取扱い､故障やメンテナンスに関するお問い合わせ先＊

大野原工場
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フィールドサービス課 : 埼玉県秩父市大野原1200 TEL 0494-25-4035(直通)


